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配賦構造上の関係性，ならびに 2003年 12月に Kaplan & Andersonによって公表された

















信用銀行・信託銀行の 9行中 77.7%の 7行，地方銀行で 49行中 67.4％の 33行，第二地
方銀行で 40行中 27.5%の 11行で導入済みとなっている。
自ら ABC適用を公表していた大手銀行では，あさひ銀行，さくら銀行（現 三井住友
銀行）8，UFJ銀行（現 三菱東京 UFJ銀行），そして富士銀行（現 みずほ銀行）があっ
た。UFJ銀行では，関連子会社であるコンサルティング会社の担当者が銀行に了解を得て




















銀行 ABCの最も代表的な顧客単位の ABC（以下，顧客別 ABCとする）の処理ステッ
プを図表 4に示す（谷守，2009, p. 121）。































































































3.5 銀行 ABCと TDABCの関係性








































































































































































































































































































































地方銀行 Aと地方銀行 Bでは，ベンダーや外部コンサルタントが中心になって ABCが





た，図表 3で標準的な銀行 ABCを整理したが，その内容と同じく図表 8の地方銀行 Aに
おいても活動が部門別活動と機能別活動の 2層の多段階配賦が行われていたのが分かる。

























































































































図表 9 地方銀行Bの ABC処理内容




































































































































































































































































































































































































































































































［窓口］1,000円 × 50（件）＋［ATM］50円 × 500（件）＝ 75,000円
許容原価：




引数 Xと ATMの取引数 Yの最適組合せを検討してみよう。
［窓口］取引数 X ＋［ATM］取引数 Y ＝ 550（件）































































































































































10 http://ir.chibabank.co.jp/library/disc/disc_2002/2002_torikumi.pdf（2006年 6月 30日現在）の HPで報告され
ている。
11 http://www.unisys.co.jp/news/NR_030605_tieUp_shizuokabank.html（2006年 6月 30日現在）の HPで報告さ
れている。



















































28 Citibank, N. A. の 2000年特許認定（Relationship management system and process for pricing financial instru-
ments based on a customer's relationship with a financial institution, U. S. Patent No. 6049782）と，Bank of
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